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` Time limit for the submission of the re-

quested material : 5 : 00 PM 24, May, 2010

a Contact point for the notice : Hidehiko

Tsuchizima, Procurement Section, Ac-

counting Division, Kobe University Hospi-

tal, 7`5`1 Kusunoki-cho Chuo-ku Kobe-

shi 650`0017 Japan, TEL 078`382`5120

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１]の物
品に関する一般的な参考資料及び同`の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
\ 資料等の提供期限 平成22年５月24日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）

] 提供先 〒770`8503 徳島市蔵本町２`
50`１ 国立大学法人徳島大学病院経理調達
課調達係 遠藤 博文 電話088`633`9559

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
\ 交付期間 平成22年４月６日から平成22年
５月24日まで。

] 交付場所 上記２]に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
\ 開催日時 平成22年４月26日15時00分
] 開催場所 国立大学法人徳島大学病院入札
室

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。 資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 22年４月６日
国立大学法人大分大学事務局長 岩切 平治
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 44

〇第１号
１ 調達内容
\ 品目分類番号 22

] 導入計画物品及び数量
ＰＥＴシステム 一式

^ 調達方法 購入等
_ 導入予定時期
平成22年度12月以降

６ Summary

\ Classification of the products to be pro-

cured : 22, 31

] Nature and quantity of the products to be

purchased : Integrated Immunoassay Sys-

tem 1 Set

^ Type of the procurement : Purchase

_ Basic requirements of the procurement :

Ａ This system shall have an automated

immunoassay analyzer which enables to

analyze the items by non-radioimmu-

noassay (RIA) instead of RIA.

Ｂ The automated immunoassay analyzer

has the ability to cover the items of exist-

ing three automated immunoassay ana-

lyzers and those of the RIA.

Ｃ The automated immunoassay analyzer

shall be accessible to the existing trans-

port system for biochemical analysis and

immunologic analysis.

Ｄ The automated immunoassay analyzer

can be set up at the place which we de-

sign.

Ｅ The automated immunoassay analyzer

can take automatically in specimens

from the existing conveying line and in-

corporate into both HILAS system and

NEC system by the two-way communica-

tion.

Ｆ Aside from the automated immu-

noassay analyzer connecting to the con-

veying line,this system includes the fol-

lowing measuring instruments. {A mic-

roplate EIA analyzer (containing the IF

function) | Full automatic flow cy-

tometric device }Full automated PCR

nucleic acid extraction device

` Time limit for the submission of the re-

quested material : 5 : 00 PM 24, May, 2010

a Contact point for the notice : Hirofumi

Endo, Supplies, University Hospital, Ac-

counting and Supply Affairs Section, Na-

tional University Corporation, The Univer-

sity of Tokushima, 2`50`1 Kuramoto-cho

Tokushima-shi 770`8503 Japan, TEL

088`633`9559

` 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ１）サイクロトロンは、Ｆ`18、Ｃ`11、
Ｎ`13といった陽電子（ポジトロン）放出核
種を製造するために陰荷電粒子を用いる負イ
オン型の高性能サイクロトロンであること。
（陽子加速エネルギーが18MeV以上である
こと）Ａ２）Ｆ`18ＦＤＧ等の診療用標識薬
剤合成装置およびＣ`11、Ｎ`13、Ｆ`18等
の研究用標識薬剤合成装置を備えているこ
と。合成装置は、取り扱いが容易で、かつ高
収率・短時間に安定して合成可能であるこ

と。Ａ３）放射線防護や薬剤の品質管理に必
要な周辺機器を備えていること。Ａ４）合成
装置はホットセルに格納され、作業者の被曝
を防護できること。Ｂ１）ＰＥＴ／ＣＴに関
してはマルチスライスＸ線ＣＴ装置を搭載し
たＰＥＴ`ＣＴ複合装置であること。Ｂ２）
全身の腫瘍、脳及び心臓のＰＥＴ検査に対応
していること。Ｂ３）ＰＥＴと他の画像（Ｃ
Ｔ、ＭＲ、ＳＰＥＣＴ等）の画像重ね合わせ
（イメージフュージョン）が可能なこと。Ｂ
４）高感度・高解像度のＰＥＴ画像を得るこ
とが可能な装置であること。Ｂ５）ＰＥＴ画
像の３次元的なＳＵＶ計測を含む高速画像解
析・処理が可能なソフトを有する、独立型
ワークステーション機能を提供できること。
Ｂ６）ＰＥＴ／ＣＴによる診断を効率的に行
う上で、必要な附属周辺機器を有すること。
Ｂ７）本院の放射線情報システム・病院情報
システムと接続し、画像情報・オーダ情報等
の通信ができること。Ｂ８）研究・治験用の
画像サーバー及び周辺解析機器を備えている
こと。Ｃ１）装置の運営管理に有用な周辺機
器を備えていること。Ｃ２）全ての装置の維
持について適切な保守体制と迅速なユーザー
支援体制を有すること。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１]の物
品に関する一般的な参考資料及び同`の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
\ 資料等の提供期限 平成22年５月24日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）

] 提供先 〒879`5593 大分県由布市挾間町
医大ケ丘１丁目１番地 大分大学医学・病院
事務部経営管理課用度第一係 村田 典彦
電話097`586`5270

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
\ 交付期間 平成22年４月６日から平成22年
５月24日まで。

] 交付場所 上記２]に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
\ 開催日時 平成22年４月15日15時00分
] 開催場所 大分大学医学部管理棟第３会議
室

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 22年４月６日

国立大学法人徳島大学長 香川 征
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 36

〇第１号
１ 調達内容
\ 品目分類番号 22、31

] 導入計画物品及び数量
免疫血清統合システム 一式

^ 調達方法 購入等
_ 導入予定時期
平成22年度12月以降

` 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 本システムはＲＩ検査をnon-RIA化す
るための免疫自動分析装置を有すること。
Ｂ 免疫自動分析装置は現有の免疫自動分析
装置３台とＲＩ検査項目を集約化可能であ
ること。
Ｃ 免疫自動分析装置は現行の生化学・免疫
搬送システムに接続可能なものであるこ
と。
Ｄ 免疫自動分析装置は導入予定場所に設置
可能であること。
Ｅ 免疫自動分析装置は現有の搬送ラインよ
り自動的に検体を取り込みＨＩＬＡＳシス
テムおよびＮＥＣシステムと双方向通信に
よる測定機能を有すること。
Ｆ 本システムは搬送ラインに接続する免疫
自動分析装置以外に、以下の測定機器を含
むこと。
{ マイクロプレートＥＩＡ分析装置（Ｉ
Ｆ機能を有する）

| 全自動細胞解析装置
} ＰＣＲ全自動核酸抽出測定装置˜
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